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第 2章 カタル一二 ヤ ･ルネサ ンス

第 1節 カタル一二 ヤ ･ルネサ ンスの歴史的定義

1.文学におけるカタル一二 ヤ ･ルネサ ンス

19世紀前半頃､盛んにロマ ン主義文学の外国作品が､スペイン国内において翻訳 ･出版

され､その中で もとりわけシャ トーブ リアンのもつ異国情緒趣味や､ウォルター ･スコッ

トの中世趣味が､人 々に愛好 されるようになった｡そ してそれ らは､それまでの新古典主

義や百科全書派 らによって過小評価 されていた中世時代の ｢美｣の再発見を促すこととな

り､カタル一二 ヤに文芸復興の気運 を高めるための布石をな したのである｡

カタル一二 ヤ文学は､すでに中世期においてプロヴァンスの吟遊詩人､フランスの物語

作者や古典作家 らの影響を受けなが ら､独 自の発展をみ､ラモ ン ･リュリュ (1235?-1316?

)やアルナウ ･デ ･ビラノーバ (C.1240-1311)らの優れた文学者を輩出 し､彼 らがますカ

タル一二 ヤ語 を文学的表現や､哲学的見解を述べるのに適 した言語であることを､自らの

作品を通 して立証 したのであった｡ また彼 らの業績はある意味では､カタル一二ヤにおい

ては､ダンテやシェークスピアに比すべきものがあるともいえ､ 19世紀前半のカタル一二

ャにおいては､彼 らの著書の復刻 ･現代語訳が盛んに行われ､また同時に､後で述べるよ

うに､中世時代の ｢文学競技｣についての研究 も始め られたのである｡

この ような背景の もとに､文学 におけるカタルーニ ヤ ･ルネサ ンスの魁をなしたのが､

ボナベ ン トゥーラ ･カル レス ･ア リバ ウ(1798-1862)の 『祖国に捧げる詩』 La oda a la

patria(1833)である｡ ｢祖国｣ とはもちろんカタル一二 ヤの ことであるが､この詩には､

カタル一二 ヤのモ ンツェニ ュ山やモ ンジュイ ックの丘､中世の吟遊詩人､ リュプ レガー ト

河､中世カタル一二 ヤの風俗習慣や航海用語､童謡 ･民謡 などがふんだんに取 り入れ られ

ている｡それゆえ､このア リバ ウの 『祖国』が出版された1833年が､カタル一二 ヤ文学に

おける文芸復興 レナシェンサの開始 とみなされる｡ I

この流れを更 に決定づけたのは､ジュアキン ･ル ビオ ･イ ･オルス(1818-1899)で､彼

は代表作 『リョブ レガー ト河のガイ一 夕吹 き』 2 Lo Garter del Llobregat(1839)を含む

詩集 (1841)の巻頭言で､カタル一二 ヤ語の文化的言語 としての復権を唱えた｡この復権へ

の提唱が､事実上の レナシェンサ運動へ と繁 ったとい う意味か ら､ 1841年をもってカタル
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一二ヤ文学の レナシェンサの開始 とする見解 もある｡ 3 いずれにせ よ文学においての レナ

シェンサは､ 1840- 41年にはすでに始 まっていたといえる｡

またロマン主義の浸透は､カタル一二 ヤに伝統詩や民俗詩への熱狂的関心 を覚醒させ､

中世の吟遊詩人に関する研究の権威でもあるマヌエル ･ミラ ･イ ･フォンタナルス(1818-

1884)によって､パルセロ-ナの く詩歌祭》 Jocs Floralsが､ 1859年に復活された｡この

詩歌祭は､その後のカタル一二 ヤ語文学の普及 と､多 くのカタル一二 ヤ出身の詩人を世に

輩出することで多大な貢献を残 し､その中に傑出 した詩人 として､ビク トル ･バラゲ-(

1824-1901)も登場 した｡

また民俗学者､言語学者でもあ り､カタルーニ ヤ図書館 (Biblioteca Catalana)の創立

者でもあったマ リーア ･アギロ(1825-1897)は､農牧夫 たちの口承や､民謡 ･ロマ ンセ (

叙事詩)などを数多 く収集 したが､これ ら作者不詳の民俗的な詩の数 々は､その後の文学

と民俗学の発展のための貴重な資料 となっている｡

更にこれに加えて､カタル一二 ヤ語の知的言語 としての復権には､外国の学者 たちも一

役買うことになる｡ ドイツの言語学者 フ リー ドリヒ ･デ ィエスによるカタル一二 ヤ語の音

声学的研究は､ 1848年には始め られていたが､この研究は､カタル一二 ヤ語が､ネオ ･ラ

テン語の中に明確な位置を占めることを学問的に立証 した｡ この研究が もたらした古典カ

タル一二 ヤ語への関心が､その後のカタル一二 ヤ文学の古典的作品の復刻 と出版 を大いに

促 したのであった｡

このような下地のもとに､カタル一二 ヤ文芸復興は祖国カタル一二 ヤへの動か しがたい

愛情を基盤 としつつ､短期間の うちに異常 な熱気を季んで次 々と作品を生み出 したが､韻

文学の世界では､その一時期､作品量の増加に応 じて､質的低下が見え始めるようにもな

っていった｡マルチ ィン ･デ ･リケールは､次のように語 る｡

カタル一二 ヤ詩は､深刻な危機を迎える｡ (作品のいたるところに)野暮 ったい､甘

っち ょろい言葉遣いや､感傷的な泣 き落 とし､カラメルがけのねちねちした心情吐露､

もしくは､仰 々しく勿休ぶった程ね くり回 し､修辞学的な頓呼法等 々が､時代遅れのロ

マンテ ィシズムの袋小路へ と詩を追い込んでいったのだった｡4

だがこの危機は､次に登場するカタル一二 ヤ文学の二人の巨匠をもって救われる｡ この

危機を救ったばか りでなく､文学を更なる高みへ と導いた詩人が､ジャシン ト･ベルタグ
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- (1845-1902)とジュアン ･マラガ リュ(1860-1911)であ り､この双壁を得て､カタル一

二 ヤ韻文学はついにその最盛期 (1875-1895)6を迎えるに至 るのである｡

ジャシン ト ･ベルタグ- (ムセ ン ･シン ト･ベルダグー)は､のちにマヌエル ･デ ･フ

アリャの遺作 となった 『ラ トランテ ィダ (ア トランテ ィダ)LfAtlant=ida 』 (1877)と 『カ

ニゴー山』 (1885)の二大長詩を書 いているが､その風景 を描 く優れた資質 と､豊かな表現

力により､カタル一二 ヤ語をしてあ らゆるものを表現するのに適 した､文学語の地位にま

で高めさせた｡

一方 ポス ト･ロマ ンテ ィシスモの代表的詩人 といわれ るジュアン ･マラガ リュは､あら

ゆる技巧的な修辞を棄て去 った感情表現を行 ったが､彼によって ｢ロマ ン主義は､ゲーテ

とノヴァ- リス とい う､忘れ られていた最 も純粋な源泉へ と戻 った｣ 5 とされている｡ま

た本質的に汎神論者だった彼は､自然 を単 に文学表現における装飾 とは考 えず､魂のあら

ゆる感情 に振動する生命あるもの と考えた｡

祖国の 自然への憧債の強さ- このベルタグー とマラガ リュの二人が､表現の仕方にはそ

れぞれの個性があるに しても､ある意味で大変共通 しているこの点については､大いに注

目しておきたい｡自然の描写は､ことここに限 らず､ロマ ン主義文学では様 々に扱われた

テーマではあったが､カタル一二 ヤの再生運動において ｢自然 を描 く｣ ことは､他国のロ

マン主義的自然の扱われ方には､これ程 までには感 じられないような重大 なメ ッセージを

含んでいるか らである｡

彼等以降のカタル一二 ヤの詩人たちは､ ｢カル ドゥッチ風の新古典主義､ダヌンツィオ

風の溶解性､またパルナ ッスの衝撃の後に来たフランスの象徴主義 ｣ 6 などといった手法

を取 るなど､その時代のあらゆる新傾向を取 り入れなが ら詩を書いた｡多 くの詩人が活躍

したがグラナ ドスや トル ドラをは じめ､ 20世糸己前半のカタル一二 ヤの作曲家 たちに愛され

た詩人に関 してのみ何人かの名をあげると､アプ レス ･メス トレス (1845-1936)､詩壇の

プ リンス といわれたジュゼ ップ ･カルネー (1884-1970)､ジュゼ ップ ･マ リーア ･ロペス

-ピコ(1886-1959)､クレメンテ ィ～ナ ･アルダ リウ(1889-1976)､ジュアン ･サルバー

ト-パパセイ ト(1894-1924)､ジュゼ ッ7'･マ リーア ･デ ･サガーラ(189411961)らがい

る｡

これ らの詩人たちは､ポス ト･ベルダゲ リア-ノス と呼ばれるが､彼等の作品に共通 し

て見 られることは､彼等以前のア リバウ､オルス､アギローたちレナシェンサの草創期の

詩人たちや､最盛期のベルグゲ-やマラガ リュと同じように､やは り祖国カタル一二 ヤに
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根ざした題材を多 く取 り上げ､祖国への愛郷精神に満 ちていることである｡

2.社会運動 としてのカタル一二 ヤ ･ルネサ ンス

文学の世界でプレ ･ベルググー リアーノス (ベルダゲ-以前の文学者 たち)が､ レナシ

ェンサの上げ潮に乗 って活躍 している最中､ 1869年マ ドリー ド政府は､カタル一二 ヤ語の

公用を全面的に禁止 し､カタル一二 ヤ語による演劇の上演 も認め られなくなって しまう｡

またすでにセルベラに移転させ られていたパルセロ-ナ大学 は､その頃までに首都へ復帰

していたが､そこでのカタル一二 ヤ文化の教育､研究 も全廃 されて しまった｡

しか しカタル一二 ヤ文化の再興を通 して､カタル-ニ ヤそれ自体の再生を図ろうとする

レナシェンサの気運 と民衆の熱意 は､迫害される祖国の言語 を､何 とか存続発展させ よう

と､様 々な方法を捜 し求める｡い くら踏みつけられて も再び立ち上がろうとする､雑草の

ように遥 しい生命力に裏づけられた民衆の願望は決 して萎 えることはない｡ こういった状

況下で､様 々な文化の中でも取 り分け､ ｢音楽｣は民衆 に愛されていたが､このカタル一

二ヤ語禁圧の時期に､音楽が果た した役割 には非常に大 きいものがある｡

69年にカタル一二 ヤ語による演劇上演が禁止されると､以来民衆は ｢彼 らに音楽的心情

を与えて くれた､カタル一二ヤ音楽の使徒､ジュゼ ップ ･アンセルム ･クラベ- (1824-18

74)の民間伝承的な芸術を熱狂的に追い求め｣るようになる｡ 7 彼 と彼の作品については

カタル一二ヤ音楽の本質的な ｢庶民性 ･民衆性｣について明 らかにしようとする時に､大

いに触れなくてはならない価値を持 っている.クラベ-は､真の伝続音楽の偉大 な復興者

の一人であった し､彼は連邦制､労働者への共感 という自らの社会思想 と結びつけて､芸

術活動 を行い､あ くまで庶民 と共に歩んだ音楽家であった｡後に我 々は､特に トル ドラら

の歌曲に見 られる ｢庶民性Jについて触れるが､クラベ-の中に､この種の模範的精神の

ルーツを見ることができるといっても過言ではない｡

また彼に加えて､同じく祖国の言葉で歌 うことを熱望する庶民に心か ら愛され､労働者

による合唱団体を創設 したジュゼ ップ ･ベ ン トゥ-ラ(1817-1875)の活躍についても忘れ

ることはできないであろう｡彼には今ひとつ､カタル一二 ヤの民俗舞踏 ｢サルターナ｣を

伴奏する楽団 コブラ(cobla)の定型 を作 り上げたとい う功績があるC (このサルターナと

いう分野は､カタル一二 ヤ ･ルネサンスの作曲家たちに とっても､欠かすことのできない

ものであった｡ これについても後章で触れなくてはならない｡)
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さて トル ドラらパルセローナの 8人組の作曲家 たちが､生 まれる直前の1888年､パルセ

ローナにおいて万国博覧会が開催されたが､ここには当時の ヨーロッパ諸国の19世紀芸術

を代表する諸様式が結集された｡すなわち､フランスにおけるアール ･ヌーヴォ-､イギ

リスにおけるモダン ･スタイル､ ドイツのユーゲ ン トシュテ ィル､オース トリアでのセセ

ッシ ョン､イタ リアでの リバテ ィ様式等がそれであるが､これ らが当時 とそれに続 く時期

のカタルーニ ヤの芸術一般に大 きな影響を与 えたことは言 うまでもない｡カタル一二 ヤに

おける20世紀初頭のモデルニスムもまた､このような諸外国の現象 と時を同 じくする形で

発展 したのである｡

しか しカタルーニ ヤの場合､モデルニスモは単に芸術の分野にだけ起 こったものでは

ない｡ ｢モデルニスモは進歩主義である｣ と語 る､モデルニスモの画家サ ンティアゴ ･ル

シニ ョ-ル 8 の言葉が示す とお り､すでに文学において再生運動が盛 り上がっていた当時

のカタル一二 ヤでは､政治 ･経済 ･文化のあらゆる領域 における刷新､否む しろ旧来の保

守的思考 を打破 し､新 しい世界を構築せん との情熱が満ちあふれていた｡すなわちカタル

一二 ヤの場合､モデルニスモは､芸術の諸領域を乗 り越 えて社会現象 として進むことにな

ったわけである｡ こうした社会全般 にかかわる動 きを､カタル一二 ヤ語で､ レナシェンサ

Renaixen9a (再生運動)､またの名をカタル一二 ヤ主義 とも､またカタル一二 ヤ ･ルネサ

ンスとも呼ぶのである｡この呼称は諸分野においても､また諸学者においてもまちまちで

ある｡ しか し本論文ではこれを敢 えて統一せずに用いる事 としたい｡なぜなら政治にかか

わる場合､建築様式 ･美術様式にかかわる場合､そ して文学 にかかわる場合等すべてにわ

たって､従来の呼称のい くつかを捨てて､たったひ とつの呼称にまとめて しまっては､ど

うして も慣習的ニ ュアンスが伴わないように思 えたか らである｡よってどの呼称を用いて

も､ここで言わんとしている一連の社会現象や概念 を指す もの ととらえて頂 きたい｡

レナシェンサはこのようにして､文学における運動をその発端 として芸術一般へ とその

影響 を及ぼ し､更に最終的に社会 ･政治にまで波及するのだが､カタル一二 やの輝か しい

躍進は同時にまた､次なる危機的 ･悲劇的な状況への序曲 ともなるものであった｡ これに

ついては､後章 (第 4章第 1節 ｢カタル一二 ヤ ･ルネサ ンスの危機｣)で取 り上げること

にする｡
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第 2節 カタル一二 ヤ ･ルネサンスの精神的基盤

1.中世 =カタル一二 ヤの歴史的アイデンテ ィテ ィー

カタル一二 ヤの歴史が､スペインの中にあって､自らの自主独立 を獲得するための一種

の反抗の歴史であったことを事細かに述べ立てることは､ここでは省かせて頂 く｡ただカ

タル一二 ヤにとっては､自己の存在 を主張 し､確保することが過去だけに限 らず､現在 も

なお､大きな問題であることを強調 してお く｡また特にその受難の歴史の中で何度 も危機

にさらされてきたその民族特有の言語 =カタル一二 ヤ語の､歴史的 ･伝統的また知的言語

としての威厳をあらゆる面で擁護 し､発展させてい くことが､ とりもなおさすカタル一二

ャそれ自身を宣揚 していくことに､常につながっているのだ とい う事実を確認 しておきた

い｡なぜならスペインにおいてカタル一二 ヤが抑圧 を受ける時は､必ずカタル一二 ヤ語の

公用禁止 という政策が とられてきたのだか ら｡その意味か らもカタル一二 ヤの芸術家 たち

が､自らの素材で､そ して自らの言語で､文化的価値を創造 しようとする時には､我 々外

国人がその母国語で､自らの素材をもとに創造活動をするの とは､ある意味でまったく異

なった深刻な問題を提起 しているのだ､ということにも着 日しておかなければならない｡

特に今世紀初めには､彼 らカタル-ニ ヤ人たちにとっての再生の気運が､幾重 にも亙 る危

機に直面せざるを得ない状況下にあったのであるか ら尚更のことである｡

さてこのように民族 と言語が､その存亡の危機にさらされる時､その民族は何に自己の

アイデンテ ィテ ィーを求めてい くのだろうか｡

一般にカステ ィー リャが､アイデンテ ィテ ィー -自己存在同一性を黄金時代 (ルネサ ン

ス期)に兄いだすのに対 し､カタル一二 ヤはそれを自らの中世 (ゴシック期)に兄いだす

といわれる｡フランク王国カール大帝により命名され 9世紀初頭に成立 した､スペイン辺

境伯領 (marca hispanica )すなわちカタル一二 ヤは､伯 をパルセロ-ナに置 き､商業 ･

地中海貿易を通 して､中世期において非常に伸長 ･発展をとげた｡ 13世紀ハイメ 1世 とベ

ドロ3世の時代には､実に地中海を制する大海上帝国に成長 し､ 14世紀 には､機運に乗 じ

たバルセロナ商人たちは東地中海進出を企て､ついにカタル一二 ヤ軍は､ギ リシアのアテ

ネを占領､アテナイ植民地を築き､ここをコンスタンテ ィノープルに対抗するほどの東地

中海貿易の根拠地 とするまでとなった｡ この14世紀 を頂点 とする中世が､カタル一二 ヤに

とっては最 も栄光に輝いていた時代であ り､言 うなれば､地中海国家カタル一二ヤの絶頂
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期であった｡ この中世期にあって､カタル一二 ヤほどの勢力を持 った国をイベ リア半島の

他地域に兄いだすことはできない｡ しか しこれ以降､すなわちルネサ ンス期に入ってか ら

は､再征服運動の完了 とカスティー リャ ･アラゴンのカ トリック両王庇護下のコロンブス

による西イン ド諸島発見を契機 として､カタル一二 ヤは衰退の道をたどることになる｡貿

易 と商業の中心が､それ までの地中海か ら大西洋へ と移 り､その根拠地及び新大陸 との貿

易特権を独占する貿易港セ ビー リャが､急激にまた圧倒的にその地位を浮上させ､これに

伴 ってそれ までのカタルーニ ヤの栄光 と､その中心 としてのパルセロ-ナの輝 きは極度に

薄れ､凋落の憂 き目に会わねばならな くなったか らである｡

しか し15世紀以後 も､カタル一二 ヤの人 々の記憶の中には､この中世の地中海帝国の栄

光は厳然 と残 り､歴史の中では常に､カタル一二 ヤの歴史的遺産の偉大さを物語る根拠 と

なってきた｡ 19世紀に突如 としてカタル一二 ヤは､イベ リアの どの地 よりも早 く､産業革

命､市民社会､ブルジ ョアジーの台頭､労働運動等 を経験する｡ルネサンス期以降のカス

テ ィー リャを中心 とするスペイン王国への不本意 な屈従 を軽いられなが らも､カタル一二

ヤは､着 々と近代化への準備を進め､スペインの他地域が近代化の波に乗 り遅れている19

世紀に至 って､このような近代社会の諸特性を現 じて見せ ることができたのである｡これ

にはカタル一二 ヤの人 々が､上に述べたような ｢中世の栄光｣を､その精神的支柱のひと

つ としなが ら､誇 りを捨てずに生 き続けてきたことが､再びスペイン国内における経済的

リーダー ･シップを握 っていこうとする姿勢に強 く結びついたといって過言ではないO民

族が立ち上がろうとする時､そのバ ックボー ンとして何が働いたかは､後 々までのその民

族の行 く末 までも決めかねない重要 な問題で もある｡その点､源遠ければ流れ長 Lとの中

国の格言ではないが､ルネサ ンス期に先立つ中世期に､カタル-ニヤが､その歴史的アイ

デンテ ィテ ィーをもつ ことによって､常 にカステ ィー リャに対する精神的優越感を持 ち続

けることができたのではないだろうか｡

否そればか りか､ 19世紀以降の ｢再生カタルーニ ヤ近代人たち｣は､中世カタルーニ 千

には､既に ｢近代世界が範 とすべき価値が実現 していた｣ 1 とまで信 じて疑わなかった｡

ここにおいて ｢中世 と近代 との結合 と交錯が､彼 ら (カタル一二 ヤ人たち)の歴史観の中

に演 じられる｣ 2 という世にもまれな現象が立ち現れるのである｡すなわち歴史的観点か

らは､カタル一二 ヤの人 々は､どの時代 よりも ｢中世｣に､自らの依 って立つ アイデンテ

ィテ ィーを置 いていることが大きな特色 となっている｡

現在の自己同一性すなわちアイデンテ ィティーの根拠 を､中世の歴史の中に求める考え
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方は､普通 ヨーロッパ歴史学では､ロマ ン主義的歴史観の名で呼ばれている｡普通 ロマ ン

主義における中世賛美は､近代世界の進行に真正面か ら反抗 しようとする保守的イデオロ

ギーの現れ と見て とることもできるが､樺山紘一 も述べるとお り､不思議なことにカタル

一二ヤ中世評価だけは､そのカタル一二 ヤ近代への否定的態度 とは結びつかない｡すなわ

ちカタル一二 ヤにおいては､近代の精神的原点 として中世が､む しろ積極的 ･肯定的に扱

われたのである｡

こうしたカタル一二 ヤの中世賛美あるいは中世回帰の伝統的精神は､ヨー ロッパ19世紀

におけるロマン主義が､カタル一二 ヤにおいてたやす く波及 し､カタル一二 ヤの文学 とも

容易に結びつ く素地を､歴史的に しっか りと備えさせていたことを物語 っている｡それゆ

え19世紀末に訪れたモデルニスモの潮流にも､カタル一二 ヤは実にスムースに同化 し､む

しろわが世を得た りといった確信 を持 って､この歴史的アイデ ンテ ィテ ィーである ｢中世

｣を､その芸術表現の中に積極的に取 り入れてい くのである｡

先に述べたカタル一二 ヤ文学における吟遊詩人への言及あるいはまた､ 1859年の 《詩歌

祭〉にみ られるような吟遊詩人の歌比べの祭 りの伝統を再興 しようとする中世の風俗習慣

の再評価などは､これを物語 るものであ り､建築の世界において も､後述するように､中

世回帰の現象が盛ん となっていく｡

しか し､歌曲における､このての波及は､例えば トル ドラや ロ ドリーブの歌曲 《吟遊詩

人風》などといった､中世の伝続的な詩聖 を摸 したテキス トの具体的な作品化に見 られよ

うが､歌曲における ｢中世｣ との結びつ きは､む しろワンクッションおいた間接的な形で

現れたように､筆者には感 じられる｡歌曲の世界では､中世の栄光をカタル一二 ヤに得さ

しめた ｢地中海｣への憧債の念を通 して､間接的に ｢中世回帰｣をその内部に取 りこんだ

のではないだろうか｡この ｢海への憧慣｣について も後章で扱 う｡ここでは結論を急 ぐ前

に､更に同時代への視野を広げて､ レナシェンサの建築に見 られる諸現象 を見てみたい｡

それはカタル一二 ヤ ･ルネサンスの歌曲を分析 しようとする我 々に､更に重要ない くつか

の視点を与えて くれるであろう｡

2.レナシェンサの建築様式

今もパルセロ-ナに多 く通 るレナシェンサの建築物に見 られる諸要素は､建築 (空間芸

柄)と音楽 (時間芸術)という表現形態の決定的違いをも超越 して､驚 くほど我 々にカタ
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ルーニ ヤ歌曲にも共通 して現れる､レナシェンサの意味を把握するための重要な手がか り

を与えて くれる｡そういった意味か ら､ここでひ とまず脇道 に逸れるようだが､カタル一

二 ヤ ･ルネサ ンス建築の世界を垣間見 ることにしたい｡

当時を代表する建築家 としては､ますガ ウデ ィ､ ドメネタ ･イ ･モンタネル､そしてカ

ダフアルク3 が挙げられるが､その一人カダフアルクは,当時のカタル一二 ヤ建築物に表

現 された 3つの要素 として､ ｢中世回帰､折衷様式､新素材の使用 (鉄 ･ガラス等)｣`

を挙げている｡また彼 はそれ らの三要素 を巧みに溶 け合わせて､当時モデルニズムの芸術

家 たちの出会いの場 ともなった居酒屋 ｢四匹の猫 EIs quatre gats｣ 5 を含む建物 =カザ

･マルテ ィを設計 ･デザインした｡このカザ ･マルチ ィの装飾においてもそ うだが､有名

なガ ウデ ィのカザ ･バ ッリョと並んで立つカザ ･アマ リェ (バセ ッチ ･ダ ･グラーシアに

面する)には､彼の中世趣味 (ゴシック風尖塔 アーチなど)や､ロマネスクへの偏愛 とも

言える傾向性 (柱頭に見 られる)にあふれた装飾を施 している｡カザ ･アマ リェでは入口

部分にカタル一二 ヤの守護聖人 ･聖 ジ ョルジュと竜が､窓枠 には様 々な動物や怪獣の彫刻

が置かれてお り､バター ン化された植物模様が壁面全体を覆 っている｡これ らの中世的諸

要素一聖 ジ ョルジュと竜､怪物はさておき､壁面 を埋めつ くす植物については､後で触れ

るカタルーニ ヤ歌曲のテーマとも大変関連があるので､注 目しておきたい｡

一方モンタネル作の建築物にも､先程のモデルニスムの 3要素が強烈に見 られる｡カザ

･アマ リェと同地区にある建物 リェオ ･ムレ-ラはそのひとつで､ここでは､ゴシック的

植物装飾 と､馬蹄形 アーチなどのイスラム的要素が絡み合 った折衷様式が取 り入れ られて

いる｡ しか し何 と言 って もモンタネルの重要 な作品 といえば､ 1908年に建て られたカタル

一二 ヤ音楽堂 palau de lamtlsica 6 を挙げなくてはならないであろう｡

カタル一二 ヤ音楽堂の､特に内部装飾が我 々に投げかけるメ ッセージは今 もなお圧倒的

な力をもっている｡筆者 はパルセロ-ナ滞在中 ここを何度 も訪れたが､その美 しさに幻惑

されない日は一 目とてなかった｡その壁面や天井を覆いつ くす幾種類 もの植物 -セラミッ

クあるいは､これを砕いてモザイクに張 ってできあがった花や葉や木の実､群れ飛ぶ昆虫

そ してまた階段の手す りの どの部分 をとっても谷川の水の流れを思わせるかのように描か

れたなだ らかなカーブ､そ して舞台背面 を浮遊 しながらアーチ型に取 り囲む､各 々手に手

に リュー トや竪琴 を初め とする様 々な楽器を奏でる14人の音楽する天女たち-｡あ りとあ

らゆる部分が くまな く､アール ･ヌー ヴォー と姉妹関係にあるモデルニスモのメ ッセージ

で埋めつ くされている｡演奏会 とは別個に､この中に しば らくいると､音楽を奏で､鑑賞
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するのが目的であるはずのホールが､目的をはき違えて､その彫刻的な美を誇 らんがため

に作 られたもの､見て感動すればそれでその存在意義をほぼ全 うしたといってばか らない

ようなものとさえ見えて くるのである｡そ してこれ ら動植物の織 りなす自然が奏でる音楽

は､その中にいる者を包み込み､同化させて しまう､一種の ｢白い魔力｣ とで も言えるよ

うな不思議な力をもっているように筆者には思えた｡それ らは､一見 もはや ｢装飾｣の域

を飛び出して､主役 としての存在感さえ持 っているようにも見える｡が しか し､実 に不思

議なことだが､一旦 コンサー トが始 まると､それ ら内部装飾の持つ柔 らか く女性的で､淡

い色合いと曲線 とは､いつの間にか､その自己の存在 した空間の占有権を ｢音楽｣へ と譲

り､決 してコンサー トの真の主役たる演奏者 と､その演奏の邪魔になることはないのであ

る｡それ ら自然 を模 した装飾たちは､並みいる聴衆 と共に､そこに奏で られる音楽に耳を

傾け､その芸術の慈雨を養分 として吸い取 ろうとするかの様である｡カタル一二 ヤ音楽堂

は､そこに集 う者に､自然に包 まれることの至福を感 じさせずにはおかない｡

中沢新一は､このカタルーニヤ音楽堂 に､世紀末のモダニズム文化におけるフェミニズ

ムの台頭 と､モダニズムの母体 となったアール ･ヌーボーが､東洋の芸術か ら学んだ ｢無

｣の世界の発見を読み取 っている｡

.‥ モンタネルの花や昆虫は､ ｢無｣の上に移植された生命なのだ｡ ｢無｣の上 に生命

が浮遊 している｡これは､アール ･ヌーボー とかモダ ン ･スタイルなどの名前で呼ばれ

ることになるモダニズム芸術が､東洋の芸術か ら学んだ､新 しい世界の見方 を示 してい

るO東洋の絵の中には､たくさんの トンボや蝶 々が舞 い､四季お りお りの花や革が咲 き

こぼれ､匂 いたち､青春のおごりと成熟 と死の時を､心ゆ くまで味わっているかのよう

だ｡ しか し､その生 き物たちのいのちの背景 となっているのは､存在することへの意志

に満ちた自然の生命場ではなく､空虚な ｢無｣の空間なのである｡ .‥ (モダニズムの

芸術思想によ り)芸術のあらゆる領域で､ ｢無｣が､創造のベースにすえられるように

なった｡そこでは､すべての者が､まるでジャポニズムの絵画のように､明確な輪郭を

失って､奇妙な苗づ りの空間の中に浮遊 しはじめるような現象が､おこり出 したのだ｡

‥.それ らの生 き物たちは､堂 々とした存在感ではな く､あや うく浮遊するフェミニテ

ィの感覚を身にまとっているものが､おおかった｡エデ ィプスの権威 さえ ｢無｣の中に

引きず り込 もうとした､世紀末のモダニズム文化は､その中か ら奇妙な浮遊感 をともな
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った､新 しいフェミニズムを台頭させていった｡ 7

ここでは､モンタネルの建築に表現された､植物 をは じめ とする生 き物のモチーフ (そ

れ らはまた同時に､はかなきものの持つ美 しさの象徴 とも捉 えることができよう)と､自

然 に包 まれることが人間に感 じさせる量 り知れぬ幸福感 ､そ して中沢新一の述べる美の象

徴が ｢無｣の空間に苗づ り状態に浮遊する現象にも注目しておきたい｡

建築に現れたモデルニスモの諸要素 についての言及 も煩雑 とならないうちに本題の歌曲

へ戻 るべきであろうが､当然のこととして､その代表であるガウデ ィの作品について触れ

ずに過 ごす ことはできないであろう｡

といっても､この単にモダニズム的理念の範噂だけでは､捉え切れそうもない巨人ガウ

デ ィの持つあらゆる局面を､ここに披涯することは､本論文の主旨からいって無意味であ

るし､また筆者 にはそのようなガウデ ィ論を展開する力量 もない｡ ｢19世紀末 に流行 した

ゴシック ･リバイバルの建築 とガ ウデ ィの作品を同列に論 じることは現実的に不可能であ

る｣ 8 と論ず る栗田勇の示す とお り､ガ ウデ ィの作品は リバイバル と呼ぶには余 りにも独

創的で､ ｢開祖的｣オ リジナ リテ ィーをみなぎらせている｡その建築はある意味で､驚 く

ほど現代的であるとも見え､ガ ウデ ィをとらえた ｢中世｣の意識がいったい何であるかを

追求 してい くことは､単に一時代に流行 した傾向性 をはるかに超越 した､大 きなそ して永

遠の問題 を学んでいるようにも感 じられる｡だが､ここではそ ういった普遍的な問題に触

れることを避 け､これまでカダファル クやモンタネルの作品を見てきたの と同 じ視点か ら

見ておきたい｡ またそれが､ガ ウデ ィの世界を捉 えるには､余 りに皮相的なことに過 ぎな

いであろうことを敢えて承知の上で｡ また､ガウデ ィの作品については､日本国内でも現

在多 くの写真入 り出版物が入手できるので､彼の ｢劇的なる空間｣を事細かに描写する必

要 もないと思われる｡

ガウデ ィの作品には､この章で触れてきたモデルニスモの建築に兄いだされる ｢自然へ

の こだわ り｣が､極端 なまでに押 し進められている｡ガ ウデ ィのサグラーダ ･フアミー リ

ア (聖家族教会 )は､ 1926年に彼が死んだ時､まだその正面 ファサー ドの一部分 しか出来

上がってはいなかった｡その後､彼の設計図に沿 って建造が進んではいるが､その完成に

はあと数百年以上 を費やさなければな らないという｡ しか したとえ未完成ではあろうとも

その作品が ここを訪れる者にまず印象付けるものは､頂点に全世界を見下 ろすかのように
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見開かれた眼球 を持ち､天空へ と吃立する8本の塔であると同時に､自然界のあ りとある

動植物に覆いつ くされた建物の外壁ではなかろうか｡

波打つぶ どうの葉､か らむ蔦､数 々の植物､それ らの花そ して実､キ リス ト降誕のファ

サー ドの柱頭を支える台座になっている亀､壁を這い､もしくは樋に巻 きつ くへび､カタ

ツム リ｡そ して中世の錬金術に興味を持 っていたと思われるガ ウデ ィが､サ ラマ ン ドラの

化身として配 したのであろうか､口を開け壁にしがみついて獲物 を狙 う大 とかげ｡地の生

物だけではないOファサー ドのあちこちには､鴎 までが飛んでいる｡そ してそ こか らまる

でタコやイカの吸盤を持 った足が､巨大な塔 となって天に向かいまっす ぐ突 き出され､先

程述べた ｢眼球｣へ と至 る｡それ らすべては､自然の恵みを享受 し尽 くし､その中で自ら

の生の歓喜 を詣歌 しているOその豊かな生命の森に包 まれなが ら､ファサー ドにおいて ｢

楽奏する天使たち｣も､そ して彼 らに見守 られなが ら､生の祝福 を受ける聖家族 らも､そ

してまた､それ らを見ることによってその空間に参与する人間すべてを共 々に､この大 自

然が包容 して しまう｡

ヴァレリーは ｢建物のなかで､語 りもせず歌いもしないものは､軽蔑に しか値 しない｣

といったが､サグラーダ ･フアミー リアは､これを見 る者 に対 し､その沈黙せ る雄弁さを

以て語 りかけ､自然の懐に抱かれることの快楽を味わせて くれる｡ ｢美は食べ られるか､

さもなければ存在 しない｣とは､同 じカタル一二 ヤ生 まれの画家サルバ ドール ･ダ リの言

だが､ダ リ自身 もまた､ガウデ ィか ら実に旺盛な食欲 を与 えられ続 けたのだった｡このガ

ウデ ィの代表作をめ ぐる彼の言葉を借 りてみ ようO

‥.超芸術的な､具休的渇望､すべての超彫刻的なものの彫刻､けむ り､結核前期症状

や夢精時の虹のような感覚 ､女 -花 -ペ ヨー トル-宝石 -雲 -衣 -煤 -鏡｡ガ ウデ ィは

｢嵐の日の波をあらわす｣ために海の形態に倣 って家 を建てた｡また別の建築は湖水の

静かな水面に したがってつ くられている｡ ‥.その点描のような虹彩か ら､ひろぴろと

した水の形態､澱んだ水の形態があ らわれるのだが､すべてこうした水の形態 は､自然

主義的に様式化された睡蓮によって壊 されたり､絡みつかれた り､溶かされ たりした浮

き彫 りの不均整な､瞬間力学的な連続状態につ くられるのであ り､それが恐怖の突起に

よって､不純な､絶滅するような､エキセン トリックな収敷状態で物質化される- しか

もその突起 は､気の狂 うほどの苦痛 と､内なるすべての静けさと､無限のやさしさとに

よって捻 まげ られなが ら､信 じられぬようなファサー ドか ら湧 き出すのだ｡それは血の
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滴る､脂 ぎった､柔 らかな雄の肉の､スプー ンです くって食べ られるばか りに熟 した､

大詰めの､恐 るべき腫れ物の静けさにのみ匹敵するであろう｡ 9

ダ リがここに ｢海の形態に倣 って家 を建てた｣と指摘 しているガ ウデ ィの姿勢は､我 々

に大 きな興味を抱かせる｡ガウデ ィの作品には､動植物のほかに､海のテーマが､大 きな

位置を占めている｡ガ ウデ ィ自身 もパルセロ-ナ南西近郊で海岸か ら程遠 くないレウスの

町に生 まれたが､海 と山､とりわけ海 に対する憧債 は強かったと見え､ ｢海 と山の影響､

物､生命､大地 と空 ､空間のハーモニー と真理を暴 き出す ことが可能な光が与 えられ釣 り

合っている特権的な場所 ...｣ 10と語 る彼 自身の言葉 にも､それが表れている｡

彼にとって海 とその水､それ らの深 さと動 きとは生命その ものの象徴であった｡ ｢万物

の母一海｣ とい う概念は､何 もガ ウデ ィならす とも､とりたてて注目すべき特別なもので

も何でもないが､彼のように一人の建築家が､ ｢海｣をこれほど具象的な形で､その作品

に用いた例は少ないのではないか｡サグラーダ ･フアミー リアばか りではない｡バセ ッチ

･デ ･グラー シアの通 りに立つカサ ･バ ッリョや､カザ ･ミラのファサー ドに見 られる波

打つ壁面 もまた､その ｢うね り｣が､光 と共に作 り出す陰影 とあいまって､瞬時 として と

どまることを知 らない海や水の律動的変化､また海風 と波 とが砂浜に造 り出す､海岸線の

変 々極 まりない造形の美 を､そのまま余す ことなく伝えて くる｡これ らの曲線は､まった

く不規則に流れ､波打ち､すべてを生物的曲線-一直線的外貌 を持つ生物 など存在 しない

一一のなかへ と同化 して しまうかのようである｡

ひとはここで､誇張された曲線 による形の異様 さが与 える衝撃に出会 う｡その衝撃が故

に､人はまたここで､ただならぬ ｢存在の主張｣ ｢存在感｣を感ぜざるを得 なくなる｡物

はどの様に してその存在を主張できるのであろうか｡栗田は言 う- ｢形が､崩壊 し､溶け

流れるときに しか 『存在』その ものは露呈 しない｣ と｡

‥.彼 (ガ ウデ ィ)の建築の中では､むせかえるような物質 と意識の原子のカオスが､

真昼の溶岩の大海の波のようにお どり狂い｡そ して､意識 となる以前の幻視する眼球が

物質の波頭 に漂 う｡その とき幻想 とは､存在の海に漂 う､意味の世界の物質の破片の漂

流物 とも見 えるのではないだろうか｡だがこの漂流物 は､それがどんなに朽 ち崩れたも

のであろうとも貴重である｡それは存在の海のあ りかを人間の感覚にったえる唯一の証

拠にはかならないか らである｡ Il
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海をメタファー とする存在への激 しい希求- これは､カタルーニ ヤ歌曲を語 る上でのま

た別の､ しか し非常に重要なポイン トのひとつであると筆者は考える｡モタニスムの宣揚

する中世回帰の理念がカタル一二 ヤの人 々の心をとらえた時､先にも述べたように､彼 ら

の中の一群の芸術家 たちは､何 よ りもまず､その中世へのアイデンテ ィテ ィーを､ ｢海｣

を通 して捉 えたのだ｡海一一 この太古 よ り現在に至 るまで､また彼 らの祖先か ら彼 ら自身

に至 るまで､彼 らの眼前に在 った海｡内陸に暮 らす人 々にとっての､単なる夢想や憧れの

対象などではな く､悠久の昔か らそこに横 たわ り､波立つ､具体的存在 としての ｢海｣｡

それは単に彼 らと､古えとを切 り結ぶだけではなく､海すなわち地中海は､カタル一二 ヤ

をして､かつて地中海の覇者 となした栄光へのロイヤル ･ロー ドで もあった｡それは中世

の時代 と共に､豊かさと誇 りをもたらす媒体であ り､彼 らカタル一二 ヤ人の ｢存在｣を西

欧世界に広 く喧伝せ しむるエ ンブ レムで もあった｡ガ ウデ ィもまた､海に対 して自己にと

っての重大な意味を感 じ取 ったカタル一二 ヤ人の一人であった｡そ してその意味 とは､ ｢

存在｣の意味であったと筆者は考 えるのである｡

地中海 とは地球の中心であることを意味する｡海岸地域は45度の角度の光を､物質 を

はっきりと見せ､それ らの形態をあばき出すのに､理想的な光を浴びている｡その光の

釣 り合いの中で偉大な芸術文化が花開いた｡北方では霧が光をさえぎ り､物質 は歪め ら

れて現れ､みずか らの幻覚になる｡北方の人間の精神は抽象的である｡南方の芸術はい

つでも北方の芸術に対 してはっきりとした卓越姓 を持つ｡なぜならば､南方の芸術は自

然を観察することに専念 し､そこか ら生 まれるか らだ｡ 12

同 じような主張をボー ドレール もしているが､こういった南方の芸術家の特質 は､視覚

経験主義的側面､すなわち想像するよりも実際に ｢見る｣ ことを重視する傾向へ とつなが

ってい く｡対象を攻撃的とも言えるほどの貴欲さをもって見 る｡また､可視的なものか ら

霊感を得､思考 と想像の多層的な漣過機 を通 したあとも､それは想像的抽象 よりもむしろ

可視的な具象へ と結実する｡存在するものを見ることによ り､逆に自己の ｢存在性Jに覚

醒 し､またその自己存在を確かめるかの ように可視的形態へ とこれを トランスフォルメし

ていく｡

この姿勢は､また同時に表現 としての明快さへ と結びついていくものである｡思考に訴
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えるよ りも､見て､あるいは聞いて､分かるものであろうとする傾向性 と強 く結び合って

いく｡またこの ｢表現の明快 さ｣への信念 は､カタル-ニ ヤ ･ルネサ ンスの歌曲が､取 っ

た表現方法の基礎 となるべきもので もあったが､このことについても後章で扱いたいと思

う｡

さて南方の人間にとっては､造 り出された存在物は､いかに具象的形態 をとっているに

せ よ､単なる ｢物｣そのものではない｡生み出されたものは､たとえ自然その ものの形の

ようであったとしても､それは決 して ｢自然の模倣｣ではない｡人間 とのかかわ りを持 っ

た後の､人間に､人間それ 自身の存在 を確証せ しめた後の､昇華 した形をとった ｢物｣で

ある｡かかる芸術的姿勢は､芸術表現の原形 を自然物か ら抽出するような ｢有機主義｣で

もなければ､単純に､ある形の類型を自然の中に接 し求めるような ｢俗流 自然主義｣でも

ない｡人間 とのかかわ り以前においては､単に孤立的 ･隔離的なもので しかなかった自然

が､人間によって掘 り起 こされたことによって初めて､ ｢実在｣ としての光彩 を放つ こと

ができるのだ とする､絶対的な ｢人間中心主義｣なのである｡栗田は言 う｡

したがってガ ウデ ィの建築が全休 としての植物の組織 を暗示 した り､格子や とびらの

装飾に､シュロの葉や竜などの 自然物がそのまま用いられるとしても､それは彼が自然

の形態によ りかかったことを暗示するものでは全 くない｡それは､ガウデ ィの眼前で目

をさました自然 ､精霊化 し､呼吸する存在 として､いわば擬人化され人間化 されている

のである｡人工 といい､自然 ということの新 しい意味がそこにある｡ 13

一方蛇足になるかもしれないが､ガ ウディにおける折衷様式､特 にイスラム的要素 との

混清は､前にもカダフアルクにも例があったように､この19世紀後半の中世回帰現象の流

れの中で とらえることができる｡ガウデ ィが､彼のパ トロンであったエ ウセ ビオ ･グエ リ

ュとの関係の中で建築 した様 々な作品にこの傾向を うかがい知 ることができる｡

例 えば､ノウ ･デ ･ラ ･ランブラ通 りに立つグエ リュ邸では､その中央ホールのプラネ

タ リウムを思わせ るような､明か りとりの ドーム天井は､グラナータのアランプラ宮殿の

浴室 ｢二姉妹の間｣の天井部分 と酷似 している｡また､カロ リーナ通 りに立つカザ ･ビセ

ンスでは､緑色 と花柄の施された黄色のタイル とで構成 される幾何学模様､内部装飾に用

いられている､スタラクタイ トと呼ばれる鍾乳石師が取 り入れ られている｡これ らイスラ
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ム建築の影響をネオ ･アラブ､またはネオ ･ムデ八一ル様式 と呼ぶのだが､これに関 して

は何 もガウデ ィをカタル一二ヤにおける､この様式の開祖 とは呼べない前例が多 く存在す

る｡ 14

しか しカステ ィー リャや､アンダルシーアの建築物において も見 られるイスラム的要素

が､ここカタル一二 ヤの地において も散見 されるとい う事実 は大変興味深い｡カタル一二

やの文化的空間が､カステ ィー リヤ ･アンダルースのそれ と､ある面では真 っ向か らの対

抗関係にあるのではなくて､こうい う共通点 も存在するとい うこと｡カタル一二 ヤにとっ

ての中世への回帰 は､あのカステ ィー リャがアラゴンと手 を結んで台頭する以前か ら､ス

ペインにおける対イスラム勢力の最大の砦であった､パルセロ-ナ辺境伯へのイメージと

直接に結びついているのであろうか｡カスティー リャ ･アンダルースの中に浸透 したイス

ラム的要素 とはまったく異なった歴史的立脚点を持つ ことが､カタル一二 ヤのモデルニス

モにおいて同 じ要素を取 り入れ得 る､肯定的動機付け ともなっていたのではないか と考え

てみてはどうだろうか｡それは征服以前において､互いにひとつの地 に存在 していたとい

う ｢共存｣のイメージを多 く含むものであって､征服 して同化 した､あるいは組み敷いて

接収 したという視点 とは､根本的に異 なっているように思われる｡筆者は､折衷主義は一

種の ｢共存願望｣の現れではないか と感ずる.これはカタル一二 ヤにおける､ ｢存在｣を

め ぐる伝統的問題に対 して投げかけられた､問題解決へのひとつのテーゼか もしれない｡

この ｢存在｣ ｢共存｣をめ ぐる問題や､折衷主義の意味するものについては､カタル一二

ヤの歌曲をめ ぐるテーマ とも最終的に深 く関係すると考 えられるので､ここで もあえて気

にとめておくことにしよう.
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第 3節 カタル一二 ヤ ･ルネサ ンス期の芸術家 たちの交流

1.アルス ･クワ トラ ･ガ ッツ- ｢4匹の猫｣

1897年､カタル一二 ヤ ･ルネサ ンスの意気に燃え立つパルセロ-ナの街の一角に開かれ

たパル (ビアホール)は､その後カタル一二 ヤ文化の新 しい力を生み出す場所 ともなって

いった｡そのパルは ｢わずかな人 々が集 まるところ｣ とい う皮肉な意味 も込めてか､ EIs

quatre甘ats (4匹の猫)と名付け られたが､その呼び名 には､丁度バ リの前衛カフェ ｢

黒猫｣に似た､前衛的なビヤホールをパルセローナに開設 したいという夢を抱いていた4

人の人物の ことも含 まれていたと見てよいだろう｡

その 4人 とは､経営者のベラ ･ロメウ (生没年不詳)､当時バ リとパルセロ-ナを中心

に活躍 した､画家でポスター ･デザイナーであったラモ ン ･カザス (1866- 1932) ､画家

で劇作家であったサ ンチ ャゴ ･ル シニ ヨール (1861- 1931) ､そ して画家で美術評論家で

あった ミケル ･ウ トリー リョ (1862- 1934) である｡この り トリー リョは､かつて関係の

あった画家 シュサ ンヌ ･ヴァラ ドンの子供の父親が不明であることか ら､その子 を自らの

戸籍に入れたのだったが､その子が他 ならぬモー リス ･ユ トリロである｡また､多少話は

逸れるが､エ リック ･サテ ィは､ヴァラ ドンを生産の恋愛相手 としたのだったが､サティ

とり トリー リョとは ｢黒猫｣時代か らの知 り合いで､サテ ィがそこの第 2ピアニス トか ら

キャバ レー ｢釘の宿屋 (オーベルジュ ･デ ュ ･ク リュ)｣に移 ったときには､り トリー リ

ョもまた同 じ店の影絵芝居作家 を していたという｡

そのようなわけで､ ｢4匹の描｣は､パ リのモ ンマル トルの雰路気をそのままパルセロ

-ナへ と持ち込んだかの ようなカタル一二 ヤ版 ｢黒猫｣ として始 まり､やがてカタル一二

ャ文化 とデザイ ンの揺藍の地 ともなっていったのである｡ ここの立役者達が主に画家であ

ったために､初期の頃 ここに集 まった人物 に美術関係者が多かったのは当然であるが､ジ

ョアキン ･ミ-ル､イシ ドーラ ･ノネィ､ラモ ン ･ビシ ョッ ト､ リュイス ･ポニ ン､エヴ

ェリ ･トレン ト､ リカル ド･カナルス といったパルセロ-ナ ･モデルニズモ運動の最高峰

が常連 として顔 を揃 えていた｡ しか し彼 ら画家 たちばか りではなく､イサーク ･アルベニ

ス (1860- 1909) やアンリック (エ ンリケ) ･グラナ- ドス (1867- 1916) を初め とする

音楽家 ､またやがてはパルセローナ地方 自治団休の文化部長 としても活躍するようになる

哲学者 ･芸術評論家のエ ウジェ二 ･ドルス ･イ ･ロビー ラ (1882- 1954) もその仲間に加
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わるようになった｡

またパルセローナにおけるワーグナー愛好熟は､スペイ ン民族音楽の父 とも呼ばれるカ

タル一二ヤの作曲家､フェリベ ･ベ ドレリュ (1841- 1922)の音楽理念 にもその影響を伺

うことができるが､世紀末のカタル一二 ヤ人のこうした傾向を象徴するかのように､パル

セロ-ナ ･ワーグナー協会 もここで しば しば会合を開 くようになったという｡さ らにパブ

ロ ･ピカソ (1881- 1973) がここの常連に名を連ねることになったのは､開店の翌年､彼

が17才の時だったが､彼はこの ｢4匹の猫｣で1900年 1月 1日､最初の個展 を開 き､ ここ

の常連25人をデ ッサ ン風に描いた肖像画のシ リーズを残 している｡

樺山紘一は､当時の ｢四匹の猫｣での芸術家たちの交流に想像を達 しくする｡なかなか

時代を紡排 とさせ る記述 なので少 々長 くなるが､ここに引用させて頂 こう｡

この ｢四匹の猫｣のまわ りで取 りざたされた話題は､その数かぎ りしれない｡ラファ

エロ前派 と称 される北方の不安な現代表明が､世紀末に結びつけて論 じられたことであ

ろう｡すでにきざしは じめていた ドイツやフラン ドルの表現主義が､いくえもの誤解を

介 してではあれ､人 々の口の端にあがっていた｡ .‥ そ しておのれの足下 はといえば､

カタロニア ･ルネサンスの名を持 って火をつけられた､祖国の美術遺産のこと｡そ こで

は､この頃たぷん､ピレネーの山中に埋 もれていると伝 えられるプ リミテ ィヴなフレス

コ画の話題が中心 となったのではないだろうか｡ ‥そ してあるいは､近頃バルセロナの

街区改造にともなって､各所に現れ出 した奇妙キテ レツな建築物 (ガウデ ィの聖家族教

会など､筆者注)のことが､賛否両論を巻 き起 こし､あるいはことによると人 を しらけ

させていたか もしれない｡ ‥.こうして､世紀の変わ り目のバルセロナ､ ｢四匹の猫｣

では､新 しい世紀の新 しい芸術への不安 と期待 とが､半分づつ同居 しなが ら､ うず巻い

ていた｡1

このように ｢4匹の猫｣には､その当時世紀末のパルセロ-ナの芸術的エネルギーが､

凝縮するような形で結集 し､ここはこれ らの芸術家たちが､ある時は時代を語 り合い､ま

たある時は論 を戦わす場 として賑った｡また 『クワ トラ ･ガ ッツ』や 『ベル ･イ ･プロー

マ』といった前衛的な芸術論を載せた雑誌 もここで準備 され､刊行 されていたのである｡

こうした文化サークル的カフェが､当然のことレナシェンサの精神の高揚 と普及に一役か

ったのであったが､ピカソがパ リとバ リセロ-ナとを往復 し始めた頃か ら､ ｢4匹の猫｣
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の常連 も散 り始め､開店 7年 目の1903年には､多大な借金 を抱えたまま閉店に追い込 まれ

て しまう｡またその後 ここは､聖ルカ芸術サークルに購入 されたのだが､ 1936年内戦の勃

発 と同時にそのサークル も退却､長い間閉鎖されることになった｡そ してこのカタル一二

ヤ ･ルネサ ンスにとって記念すべ きパルの再建が実現 したのは､ 1981年､ピカソ生誕百周

年を期 してのことであった｡

2.詩人 と音楽家 同志 との交流

｢4匹の猫｣が不本意な閉店に追い込 まれた1903年､モ ンポウも トル ドラもまだ少年期

にあったわけであるか ら､当然のこと直接 ここを訪れて､文化的カフェの洗礼を受けたは

ずはあるまい｡ しか しこうした文化的サークルが､カフェに限 らず､ レナシェンサ最盛期

においては､大変活発に活動 していた｡そ してその傾向は､芸術の専門家の集いに終わる

ことな く､庶民の間にも波及 していった｡音楽界ではジュゼ ップ ･アンセルム ･クラベ-

(1824- 1874)が､ 1891年 にすでにカタル一二 ヤ音楽運動の母体 として､オルフェオ ･カ

タラを創設 していたが､また一方でベ ップ ･ベ ン トゥ- ラ (ジュゼ ッ7'･ベ ン トウ-ラ,

1817- 1875)の労働者による合唱団休が活動するなど､次 々と市民 コーラス団体 も創設さ

れていった｡

ここでは歌曲作曲家 としての トル ドラやモ ンポウが､他の芸術家 たちとどのような交友

関係にあ り､また互いをどのようにとらえていたか､相互に何 らかの影響を与 え合 うこと

があったのかについて少 し触れておきたい｡人物名についてはいきおい列挙の形 を取 らざ

るを得ない｡また各人物についての詳細は､煩雑になることを避けるため､ここでは割愛

させて頂 く

まず トル ドラの場合､こういった様 々な芸術家 との出会いの機会は､ヴァイオ リニス ト

としての彼 自身が創設 したグループ ｢レナシェンサ弦楽四重奏団｣が､内外スペインで数

多 く繰 り広げた演奏会によって もたらされたといって も過言ではない｡このグループは､

エ ドゥアル ド･トル ドラ (16才 ,第 1ヴァイオ リン)､ジュゼ ップ ･ラカセンス (18才 ,

第 2ヴァイオ リン)､ リュイス ･サ ンチ ェス (23才,ヴィオラ)､アン ト二 ･プラナス (

21才,チ ェロ) とい う､若いメンバーによって1911年に創設 されたが､それ らの非常に質

の高い演奏会 には､常 に多 くの音楽家や詩人たちが集 ま り､そのたびごとにこれ らの芸術

家 たちは､演奏会の感動を輝か しい賛辞 を以て語 った｡
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このグループの活動を通 して､ トル ドラは､まずパルセロ-ナでは､ リュイス ･ミリェ

- ト､フランセスク ･マテウ､フランセスク ･プジ ョール､I.クメー リャ､ V_M.ダ ･ジベ

ール ト､ F.リュラー ト､ジュアン ･ラモーテ ･デ ･グ リグノン､アン リック ･カザルス､

E.アイナウ､C.マルテ ィネス ･インベール ト､ J･アル フオンス､ A.キンタス､エ ミ- リ･

ポルタス､マス ･イ ･サラカン ト､アン トニ ウ ･ニクラウ､ A.リベーラ､ジュアキン ･ベ

-ナ､アンリック ･グラナ- ドス､ M･ムレ-ラ ･イ ･ガ リーシア､アマデ ウ ･ビベスちと

親交を結ぶ こととなる｡彼 らは､ レナシェンサ弦楽四重奏団のメンバーたちが学んだパル

セローナ私立音楽院の教授たちや､オルフェオ ･カタラに関わる著名人 たちであ り､その

活動の根拠地をパルセロ-ナに置 き､また音楽愛好家の詩人 も含 まれている｡

リュイス ･ミリェ- ト(1867-1941)は､フィリップ ･ぺ ドレリュの門下の作曲家であ り

また､アマデウ ･ビベス(1871-1932)と共にオルフェオ ･カタラの創設者であったが､演

奏会に当たって次のような献呈辞 を贈 っている｡

｢レナシェンサ四重奏団を構成する勇敢 なる若者 たちに｡この威厳ある芸術ジャンル

(弦楽四重奏の分野)においては､真の天才 たちが､音楽芸術の世界で最 も高貴 なる作

品の数 々を残 してきた｡彼 らこそ､このジャンルを心か ら愛するすべての人 々か らの激

励 と賞賛 とを受けるに相応 しい者 たちである｡｣

アンリック (エ ンリケ) ･グラナ- ドスも､ ｢私は レナ シェンサ四重奏団に信頼を寄せ

る.‥ ｣で始める賞賛の言葉 を惜 しまなかった｡またシェイクス ピアをカタル一二 ヤ語訳

し､紹介 した稀有な詩人であ り､また音楽愛好家でもあったD.マジン ･ムレ-ラ ･イ ･ガ

リーシアは､自らの家にこのグループを招いての演奏会 を催 したりもし､次のような熱 っ

ぽい詩を献呈 した｡

｢蘇生せる若者たちよ !.‥ 古 き芸術家 たちに卓越 した開花よ !‥.この ことは芸術

の神のみがなし得ること｡汝 らの永遠のルネサ ンスの炎に恵みあらんことを !｣

パルセロ-ナに生 まれ､後にマ ドリー ドに移 り住んだ大作曲家 アマデウ ･ビベスとは､

トル ドラはマ ドリー ドで知 り合 うことになるが､演奏会の後に示唆に富んだ助言を与えて

いる｡ ｢仕事を仕事のために愛せ｡決 して栄光のためにではなく｡仕事 と粘 り強さとによ

り､人は人生の開花 とも言える完全さへ と近づ く-.｡｣

彼 らが卓越 した演奏 を通 して､芸術界の著名人たちと親交を結ぶ こととなったのは､バ
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ルセロ-ナの中だけにとどまらない｡マ ドリー ドへの演奏旅行 を期に､この都市の知性 と

も言える人 々との交際 も始 まった｡それ らは､劇作家G.マルテ ィネス ･シューラ､モダニ

ズムの詩人たちマヌエル ･マチ ャー ドとフアン ･ラモン ･ヒメ-ネス､ヴァイオ リン奏者

で指揮者 ･作曲家のフェルナン ド･アルボス､作曲家 コンラー ド･デル ･カンポ､オペラ

･サルスエラの大家 トマス ･ブ レ トンと枚挙に暇がない｡

また海外においては､ ピアニス トの リカル ド･ビーニ ェス､マヌエル ･デ ･フアリャか

らも賞賛を受 けた｡ トル ドラ最晩年 に遺作の 《ア トランテ ィタ)初演の指揮をとることに

なるファリャとの縁 は､実 に1913年 に トル ドラが18才の時行 ったパ リでの演奏会か ら始ま

ったことになる｡フ ァリャはその年の11月14日に､この若 き四重奏団のメンバーに､自作

のオペラ 《はかなき人生さの最初の 3小節の楽譜 を書 き与 えた後に､次のように記 してい

る｡

｢この輝か しきレナシェンサ四重奏団のメンバーであ り､わが友である トル ドラ､ラ

カセ ンス､サ ンチ ェス､プラナスよ｡彼 らに無量の勝利が もたらされんことを祈 る｡｣

またモー リス ･ラヴェル も､紫色のインクで彼の四重奏曲の内の数小節を記 した上に､

トル ドラに ｢スペイ ンの四重奏団に｣ と書 いて献呈辞を寄せてお り､フローラン ･シュミ

ッ トも同 じく彼の作品の数小節を記 し､ ｢驚嘆すべきレナシェンサ四重奏団｡君たちをま

だ知 らないパ リジャンたちの何 と不幸 なことよ｡ このグループが現代音楽にかかわ りを持

てば持つほど､これは驚 くべ きことである｣ と述べている｡アルフレー ド･カゼ ッラもま

た､音楽の断片の下に､ ｢若 くしてか くも勇ましきスペイ ンの四重奏団へ｣ と献辞 を贈っ

ている｡

トル ドラはこのように､既 に10代の半ばに してカタル一二 ヤの､またスペイン国内外の

芸術界の著名人たちと友好の縁を結んでいったのだが､中でも彼が歌曲作曲にあたって数

多 くそのテキス トを求め､またその台本が後に彼のオペラ 《帰 り来 る五月》へ と結実する

レナシェンサ円熟期の大詩人ジュゼ ップ ･カルネ- との出会いを語 らず して過 ごすわけに

はいかない｡ また本論の結 において触れることになる､ トル ドラの歌曲に込め られた ｢平

和 ･友愛｣の意味を考えるためには､パ ウ ･カザルスか ら受 けた精神的影響についても深

く考えるべきであろう｡

トル ドラはある批評家からの ｢あなたの歌曲作品の中で最高傑作を上げるとするとどの

曲を上げますか｣ との質問に対 して､ ｢それは 《還 り来 る五月 El glravolt de Ma19〉で
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ある｣と答えたそ うであるが､彼はこの唯一の喜歌劇には特別な思い入れを持 っていた｡

筆者は､本論ではこの作品は､そのジャンル上､一応歌曲作品か らは除いて考 えようと思

うが､この作品の成立経過 を辿 ることによって､ トル ドラとこの歌劇の台本原作者ジュゼ

ップ ･カルネ- との関係を見てみたい｡

マヌエル ･クラウゼ リュスは､パルセロ-ナの室内楽協会の秘書であ り､フランセスク

･マルチィ ･マルファなる人物 と共同 して､当時様 々なコンサー トの企画運営 に携わって

いたが､この二人の立役者によって催されるコンサー トは､ 《concertsBlaus 青の会〉

と銘打ち､常にユニークなテーマで､高い水準の コンサー トを供給することで､非常に評

判が高かったといわれている｡これは毎週 日曜日の午後カタル-ニ ヤ音楽堂 にて開催され

ていたが､ 1926- 27年に ｢詩人 と音楽家｣ というシ リーズを組み､各演奏会での各セクシ

ョンはそれぞれ 1人の詩人を取 り上げ､その詩人の作品をめ ぐる音楽作品等 を交えてプロ

グラミングされるというものであった｡その中では一人の詩人のテキス トによる様 々な作

曲家による歌曲作品 も演奏され､またその うちの多 くの ものは､それぞれの催 し物のため

に新たに作曲されたものであ り､またある時には､これ らのセクシ ョンのい くつかは､朗

読のために当て られることもあったとい う｡

1927年 1月23日に行われたその会では､当時 レ ･アーヴル総督の任に就いていたジュゼ

ップ ･カルネ-が､折 しもパルセロ-ナに滞在 していたのに乗 じて､この会のメイン ･テ

ーマに彼の作品が充てられることとなった｡プログラムは 3部構成か らな り､第 2部では

詩人 自らがその作品を朗読 し､その前後を､カルネ-のテキス トによる歌曲が埋める形で

演葵が行われた.これ らの中で､ トル ドラの作品 《山に》 《コケ コッコ- !〉《悔恨》歌

われ (第 1と第 3のものはこの日が初演 となった)､この演奏会 自体 も大成功であったの

だが､中でも トル ドラの歌曲は大好評であった｡これを縁 として､詩人 と トル ドラと企画

担当のクラウゼ リュスとマルチィらとの間で懇談が持たれ､その中で詩人は喜歌劇にする

のに適 した リブ レット執筆を現在考 えているとの意思を表 し､企画担当の二人はもしカル

ネ-が リブレットを書 き､ トル ドラが作曲を担当するのならば､その企画を自らの予算で

実行することを提案 した｡そこで詩人 も作曲家 もこれを承諾 し､こうして 《還 り来 る五月

〉の種は撒かれたのであった｡

しか し当初は企画の二人 と トル ドラは､常に多忙を極めている大詩人カルネ-が､本当

にその言を実行に移すことになろうとは思わなかったらしい｡ また トル ドラ自身 も､当時

の時点では､作曲家 としてまだ確固たるステイタスを築いているとは言えない自分にカル
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ネ-の ような人物が､特別にテキス トを編んで くれようとは､正直なところ半信半疑であ

ったようである｡ただそのような自分 に声をかけて くれたことが嬉 しくてたまらず､その

年はカ ンタ リョ-プでの夏のバカ ンスをその リブレッ トをめ ぐる仕事に費やそ うと､期待

と不安の入 り混 じった複雑 な気持 ちでいたことが､ 27年 6月にクラウゼ リュスに苑てた ト

ル ドラの手紙の中に見て とれる｡

しか しこの レナシェンサの詩人は､彼 らの不安を吹 き飛ばすかの ように､約束通 り台本

をカンタ リョ-プにいる トル ドラの もとに送 った｡待 ちに待 った トル ドラが欣喜雀躍 して

早速作曲に取 り掛かったであろうことは想像に難 くない｡ この後､企画のクラウゼ リュス

と詩人 との間に多 くの手紙が取 り交わされ､様 々な意見交換が行われた｡マヌエル ･カブ

デ ビーラはその時の書簡集を､ トル ドラの伝記において克明に再現 しているが､ここでは

それを繰 り返そ うとは思わない｡ただ トル ドラの歌曲作品の中には､カルネ-の詩による

ものが12曲 と最 も多 く､その詩心には深 く共鳴することがあったことと思われる｡

カルネ-はスペイン戦争後はフランコのファシズムに真 っ向か ら対立の態度を示 し､メ

キシコへ亡命､その後ブ リュッセルに移 った｡カルネ-は生涯常 にカタル一二 ヤ語のみで

作品を書 き､そのカタル一二 ヤ ･ナシ ョナ リズムはかな り徹底 していた｡アルゼ ンチ ンで

1956年､亡命中のカタル一二 ヤ出身の有識者が祖国の歴史 と伝統 を養護するために出版 し

た 〈カタルーニ ヤ白書 Libro blanco deCatalunya》は反 フランコの姿勢を世界に表明 し

た歴史的な出版物であるが､カルネーは同 じく亡命中のバ ウ ･カザルス､ロベル ト･ジェ

ラール らと共にこの本の中で､カタル一二 ヤ叙情詩の伝統 についての項を担当 し､執筆 し

ている｡

トル ドラは､本論後章においても述べるように､カルネ-やカザルスのように亡命はし

なかったが､カルネ-の作品に流れ る､その溢れんばか りのカタル一二 ヤ愛国精神 を持ち

続 けたことは､彼の作品のテーマの取 り方や詩人の選択 を見れば一 目瞭然である｡おそら

くこれ らの愛国的先人たちと出会 う前か ら､ トル ドラにはカタル一二 ヤを思 う気持ちが強

かったに違いないが､その精神の種子に滋養を与え成育するのに重要 なきっかけを与えた

であろうこれ らの劇的な出会いの ことを忘れてはならないだろう｡

このようなメンタ リテ ィーを持 ち､ しか もヴァイオ リニス トとして も優秀な演奏家であ

った トル ドラが､マエス トロ ･バ ウ ･カザルスと交流を深めなかったはずはない｡先のカ

ブデ ビーラの著の伝記には､プラー ドへ亡命中のマエス トロの もとへ トル ドラが訪ねてい

った時に一緒 に撮 った (しかもそれはすでに トル ドラ自身が病に冒されていた晩年の1961
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年のことであった)記念すべき写真が残されている｡後半生指揮者 として活躍をした トル

ドラが最 も多 く指揮 を務めたのは､自らが創立者で しか も常任指揮者であったパルセロ-

ナ市立管弦楽団で､他のオーケス トラと比較 して､圧倒的な公演数をこなしたく579回 )｡

しかし一方で､指揮者 としてもまたヴァイオ リニス トとして もパウ ･カザルス ･オーケス

トラとも公演を行い､特にカザルス自身が不在の時には､彼がタク トをとることも多かっ

た｡

カタル一二 ヤ内部における彼の活動ばか りを強調 したとして も､ トル ドラは決 して自ら

の生れ故郷にだけ とどまっているようなタイプの音楽家ではなかった｡内戦後 も彼 は音楽

という人類共通の言語を通 して､マ ドリー ドでも数多 く指揮 をとり一彼は生涯でスペイン

国立管弦楽Eilと41回公演 し､マ ドリー ド室内オーケス トラとも17回公演 した- ､スペイン

のその他の地域 また外国においても精力的に指揮者 としても活躍 した｡彼は例 えばカザル

スと同じく共和思想 を持 ちファシズムに断固反対 していなが らも､亡命するのではな く､

カタル一二 ヤの大地にしっか りと根を張 りなが ら､音楽家 として彼のな し得 ることを､使

命感を持 って遂行 し続けたように思われて くる｡それがまた彼の信念であ り､彼独 自の レ

ナェンサ人 としての戦いであったに違いない｡

さてモンポウの方は､いくぶん事情が異なって くる｡ これ もまたその詳 しい伝記を残 し

たクララ ･ジャネスの著述や､故モ ンポウ夫人カルメン ･プラ-ポの言を借 りなが ら､彼

と他の芸術家 との触れ合いについて若干拾 い上げてみたい｡

ただしモンポウの場合は､カタル一二 ヤの中のみならず､若い境か らパ リへ出てフラン

スの音楽環境に触れ､またそこで学んだこと､そ して当然その影響 を多 く受 けたであろう

ことにその特徴があるといえよう｡

パルセローナにおいては､モンポウは､ リセ ウ (リセオ)音楽院にてベ- ラ (ベ ドロ)

･セーラのもとで学び､1911年､すでに彼が18才の時にパ リに出て､ルイ ･デ ィエメルの

クラスに入 り､イシ ドール ･フィリップの もとで､フェルデナ ン ･モ ット･ラクルワにピ

アノを､マルセル ･サ ミュエル ･ル ソーに和声学 を師事 した｡パ リへ出ることになったの

は､彼が16才の時､ガプ リエル ･フォー レが､ ピアニス トのマルグ リット･ロンを伴 って

パルセロ-ナを訪れたのだが､その ピアノ作品の演奏会 (そ こではフォー レの 《ピアノ五

重奏曲第 1番作品89などが演奏された)を聞いて､少年モンポウは魅了され ｢いつかは自

分もこうした音楽 を生み出したい｣ とい う願望を持 ったことがきっかけであるという｡ま
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た ｢当時の彼に とって 『現代音楽』であったこの曲は､未知の音楽の存在を彼に実感させ

た｡またそれは彼が自己自身の中に兄いだすべきものでもあった｣ とカルメ ン ･プラーポ

が語 っているように､フォー レの音楽 との出会いは､モンポウにとっていわば運命的なも

のであったといえる｡続 けてカルメ ンはこう語 る :

｢(その後)2年ほどの間､彼はひっそ りと閉 じこもって､自分固有の感受性 を音に

よって表現する方法を模索 しました｡その最初の成果 となったのが､ピアノ曲集 く内密

な印泉)の第 1曲 く哀歌 第 1番)で した｡これによって彼は､その後守 ってゆくこと

になる美学の基礎を固めたのです｡それはすなわち初歩的な形への回帰､形 は簡素でも

深 く濃い内容 を持つ音楽への回帰で した｡そ してこれは､音楽 を堅苦 しい伝統の しが ら

みか ら解 き放ち､歴史が積み重ねたあ らゆる規則の重苦 しさか ら逃れさせ ようと試みた

ジャン ･コク トーやエ リック ･サテ ィの意向ともすっか り合致 していたのです｡｣ 2

またここにひとつのエ ピソー ドがある｡ 1911年パ リに旅立つ際に､アンリック ･グラナ

- ドス自らがモ ンポウのために､当時 コンセルバ トワールの学長をつ とめていたフォー レ

へ､次のような紹介状 を書いている｡

敬愛するマエス トロ :

ここに私は､モ ンポウ氏をご紹介する栄誉を得 ます ことに感謝申し上げます｡氏は､

ピアノを (もし可能ならばコンセルバ トワールにおいて)学ぶためにパ リへ参 ります｡

氏は18才 にならん とするところですが､その年齢に達する前に､コンセルバ トワールに

入学を望んでお ります｡氏は私の直接の弟子ではあ りませんが､彼は私に大変興味を持

たせ る人物であ ります｡私の紹介にお応 え下さるならば､感謝の申し上げようもござい

ません｡敬愛するマエス トロ､私の心か らの尊敬をどうぞお受け下さい｡そ して何 とぞ

宜 しくおはか らい下 さるよう申 し上げます｡ .‥

敬具 グラナ- ドス 3

さてモ ンポウはこの紹介状を手に､フォー レに会お うとバ リ音楽院に赴いたが､待合室

でフォー レを待 っている間に､巨匠に会 うのが恐 ろしくなってそのまま帰 って しまったと

いう｡モンポウのナイーヴな性格 を最 もよく表 した逸話ではあるが､もしこの時 フォー レ
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に直接師事 していたら､その後のモ ンポウの進む道はどの ようになっていたであろうか｡

そのままモンポウとしてはバ リで勉強を続 けたかったところだった､ 1913年に20才 になっ

た彼は､兵役に就 くために一時帰国することになった.

1920年に再びバ リに戻 るが､この時優れた音楽批評家エ ミ-ユ ･ヴェイエルモーズが彼

の音楽を聴いて､ 〈LeTemps)誌にその評を載せたことが きっかけで､ヨー ロッパの音楽

界で､広 くその名が知 られるようになった｡その後パルセ ロ-ナに一時戻 ることもあった

が､サテ ィ､ラヴェルあるいは ｢六人組｣の作曲家の作風に自分 との親近感 を強烈に感 じ

ていたモンポウは､ 1923年以降､スペイン内戦が終わったあ との1941年にパルセロ-ナに

戻るまでの18年間をバ リで過ごした｡ポス ト･ファリャの世代の､新 しいタイプのスペイ

ンの作曲家 として､パ リの楽壇にあって も彼の作品は歓迎 を受け､特にピアニス トの リカ

ル ド･ビーニ ェスは積極的にモンポウの作品を紹介 していった｡

モンポウがパルセロ-ナ とバ リとを足繁 く往復 していたことや､ 20世紀前半 というカタ

ル一二ヤにとって文字通 り激動の時代､そ して悲劇的なスペイ ン内戦の動乱期に､国外に

多 くいたことは､注目しておかなければならない｡ トル ドラの場合､海外へ頻繁に出るこ

とはあっても､それはレナシェンサ四重奏団の演奏旅行によることが主で､モ ンポウのよ

うに作曲の勉強を主 としての定住 とは性質が異なっている｡そ してこのことが､この二人

の作曲家の､祖国カタル一二 やをめ ぐるテーマの､あるいはまたそのテーマに対するアプ

ローチの違いにまで影響を及ぼ したのではなかろうか｡

更にまたモンポウには､生来の ともいえる孤独癖があ り､そのためか積極的に人 との交

流の輪の中へ飛び込んでいく機会はどうしても限 られていたと思われる｡ 1941年にパルセ

ロ-ナへ戻 った彼は､ ピアノの コンクールで､カルメン ･ブラーポと知 りあい､交際を始

めたが､その彼がやっと結婚に踏み切 ったのは､ 1957年彼が64才の時であった｡ この時 も

彼はその年齢で､いまさら ｢世間並みの暮 らしに入 る｣ことへの恐れか ら､なかなか結婚

を言い出せなかったのだという｡ ｢作曲家 として一部では名声に浴 していたとはいえ､交

響楽やオペラ､バ レエの作者たちとは違 って､収入はつつ ましく､生活上のあれ これを､

令名高い画家であ り5才年上の兄 (ジュセ ップ ･モンポウ)に頼 っていた｣ 3 ことも一因

していようが､こういった消極的なモ ンポウの ことを心か ら心配 し､またカルメンとの結

婚を､盛んに勧め激励 していたのは､モンポウと親交の篤か ったブラジルの巨匠ヴィラ ･

ロボスであった｡

一般にモンポウの音楽にはフォー レのほか､ ドビュシー､ラヴェル､サテ ィ､あるいは
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スク リャー ビンの影響があると言われている｡フランスの音楽か ら多 くの語法を学んだ彼

であれば､それは当然のことかもしれない｡ しか し最 も分か り易い例から言えば､彼の ピ

アノ曲集 〈歌 と踊 り)にふんだんに取 り入れ られたカタル一二 ヤの民謡への愛着 など､実

際の ところ､外国か らの影響だけでは とらえ切れない､カタル一二 ヤ人モンポウの姿がそ

こにある｡本論の意図する角度か らこの作曲家に迫 り､これほどフランスを初め とする外

国の影響が､若い時か ら実体験 としてあったであろう作曲家 にも､その祖国カタル一二ヤ

と強烈に結びついた側面､絶対に切 り離 しがたい何かを､その歌曲作品に沿 って発見でき

るならば､それは非常 に興味あることと思われる｡
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